
徒
を
招
き
、
各
校
が
活
動
の
進
め
方
や
成

果
、
課
題
な
ど
を
共
有
す
る
「
地
域
創
造

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５ 

ｉ
ｎ 

北ほ
く

栄え
い

」（
以
下
、
本
サ
ミ
ッ
ト
）
を
企
画
し

た
（
図
１
）。

　
開
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
飾
っ
た
の
は
、

鳥
取
中
央
育
英
高
校
２
年
生
有
志
に
よ
る

郷
土
の
伝
統
芸
能「
瀬
戸
獅
子
舞
」だ
。「
地

域
探
究
の
時
間
」
に
伝
統
芸
能
の
継
承
者

不
足
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、
地

域
の
保
存
会
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
練
習

し
て
き
た
。
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と

で
、
生
徒
の
意
欲
を
さ
ら
に
伸
ば
す
と
と

も
に
、
同
校
の
取
り
組
み
を
他
校
に
紹
介

す
る
機
会
に
し
よ
う
と
、
本
サ
ミ
ッ
ト
の

冒
頭
で
披
露
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　
次
に
、
同
校
の
横
山
尚ひ

さ

登と

校
長
が
本
サ

ミ
ッ
ト
実
行
委
員
長
と
し
て
、
故
郷
に
対

す
る
関
心
や
愛
着
を
高
校
段
階
で
高
め
て

　
鳥
取
県
立
鳥
取
中
央
育
英
高
校
（
以
下
、

鳥
取
中
央
育
英
高
校
）
は
、
地
域
を
支
え

る
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
地
域
へ
の

生
徒
の
愛
着
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
地

域
の
課
題
を
考
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

柱
と
な
る
の
は
、
２
年
生
の
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
に
取
り
組
む
「
地
域
探
究

の
時
間
」
で
、
地
域
に
関
す
る
テ
ー
マ
を

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
設
け
、
地
域
の
人
と
の

交
流
を
通
し
て
解
決
策
を
探
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
同
様
の
活
動
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
同
県
や
近
隣
県
の
高
校
か
ら
生

い
く
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。

　
続
い
て
、
同
校
の
所
在
地
で
あ
る
鳥
取

県
中
央
部
の
町
、
北
栄
町
の
松
本
昭
夫
町

「地域創造ハイスクールサミット２０１５
in 北栄」のプログラム図１

❶開会オープニング
•郷土芸能「瀬戸獅子舞」披露：
鳥取県立鳥取中央育英高校２年生有志

•サミット実行委員長挨拶：
鳥取県立鳥取中央育英高校　横山尚

ひさ

登
と

校長
•来賓挨拶：北栄町　松本昭夫町長／

鳥取県教育委員会　山本仁志教育長
•主催校生徒会長挨拶：
鳥取県立鳥取中央育英高校２年　坂田育

いく

斗
と

さん

❷サミット参加７校によるプレゼンテーション※発表順
鳥取県立鳥取中央育英高校／鳥取県立岩美高校／鳥
取県立倉吉東高校／兵庫県立村岡高校／鳥取県立日野
高校／鳥取県立智

ち

頭
づ

農林高校／島根県立隠
お

岐
き

島
どう

前
ぜん

高校

❸討論会「高校生が考える地域創造」
•司会：鳥取大学　大学教育支援機構

教員養成センター　大谷直
ただ

史
し

准教授
•オブザーバー：島根県教育魅力化特命官　岩本　悠

ゆう

氏
•パネリスト：サミット参加７校の代表者各２～３人

❹振り返り
来場できなかった島根県立隠岐島前高校を除く、サミッ
ト参加６校の生徒全員と来場者による振り返り

＊「地域創造ハイスクールサミット2015　in　北栄」の資料を基に編集
部で作成

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
活
動
の

成
果
と
課
題
を
共
有
す
る
た
め
に

44Apri l  2016

鳥
取
県
で
「
地
域
創
造
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５
　

ｉ
ｎ
　

北ほ
く

栄え
い

」
が
開
催

「
故
郷
の
未
来
は
こ
の
手
で
担
う
！
」

高
校
生
が
地
方
創
生
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
討
論

２
０
１
５
年
12
月
、
高
校
生
が
自
ら
の
目
線
で
捉
え
た
地
方
創
生
案
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
地
域
創
造
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５
　

ｉ
ｎ
　

北
栄
」
が
、

鳥
取
県
立
鳥
取
中
央
育
英
高
校
で
行
わ
れ
た
。
鳥
取
県
、
兵
庫
県
、
島
根
県
か
ら
７
つ
の
高
校
の
生
徒
が
一
堂
に
会
し
、

自
校
が
ど
の
よ
う
に
地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
活
動
の
過
程
で
何
を
得
た
の
か
な
ど
を
発
表
・
討
論
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
当
日
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

＊プロフィールは２０１６年３月時点のものです
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長
、
同
県
教
育
委
員
会
の
山
本
仁
志
教
育

長
が
登
壇
。
本
サ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る
期
待

を
語
っ
た
。
松
本
町
長
は
、
同
町
が
同
校

と
連
携
し
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
述
べ
、
若
者
の
柔
軟
な
発
想

が
地
方
創
生
の
鍵
に
な
る
と
強
調
し
た
。

山
本
教
育
長
は
、
他
校
の
取
り
組
み
の
工

夫
を
知
る
こ
と
で
、
気
づ
き
が
何
倍
に
も

な
る
と
話
し
、
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

　
本
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
２
つ
の
主
要
な
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
。

　
そ
の
１
つ
め
は
、
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し

た
７
校
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

各
校
の
代
表
グ
ル
ー
プ
が
、
地
域
の
発
展

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
に
つ

い
て
発
表
し
た
（
図
２
・
写
真
１
）。
参
加

校
の
１
つ
、島
根
県
立
隠お

岐き

島ど
う

前ぜ
ん

高
校
（
以

下
、
隠
岐
島
前
高
校
）
は
、
悪
天
候
の
影

響
で
来
場
で
き
な
か
っ
た
た
め
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
電
話
機
能
を
用
い
て
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
ど
の
高
校
も
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す

る
多
彩
な
試
み
を
紹
介
し
た
。
例
え
ば
、

地
域
の
自
然
の
美
し
さ
を
ま
と
め
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
観
光
客
の
増
加
に
つ

な
げ
よ
う
と
す
る
鳥
取
県
立
岩
美
高
校
、

江
戸
時
代
に
用
い
ら
れ
た
格
子
戸
を
作
り
、

古
く
か
ら
地
元
に
あ
る
商
店
な
ど
に
納
品

し
て
い
る
鳥
取
県
立
智ち

頭づ

農
林
高
校
（
以

下
、
智
頭
農
林
高
校
）、
自
校
で
飼
育
す
る

蜜
蜂
か
ら
蜂
蜜
を
採
取
し
、
そ
の
蜂
蜜
を

用
い
た
ド
ー
ナ
ツ
を
商
品
化
し
て
い
る
鳥

取
県
立
日
野
高
校
と
い
っ
た
具
合
だ
。
ア

イ
デ
ア
を
た
だ
出
す
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
実
践
し
て
い
る
高
校
が
多
い
の
は
、
高

校
生
が
真
剣
に
地
域
の
課
題
と
向
き
合
っ

て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
取
り
組
み
を
通
し
て
、
素
晴
ら

し
い
文
化
や
産
業
が
身
近
に
あ
る
こ
と
に

写真１　プレゼンテーションでは、代表グループが１校ず
つ登壇し、スライドを用いて自校の取り組み内容を発表。

プレゼンテーションでの各校の発表内容要旨（発表順）図２

◎鳥取県立鳥取中央育英高校　「地域探究
の時間」での取り組みと、それを通して見
えてきた地域の良さを発表。例えば、ブ
ドウ農家への取材で、自校の所在地であ
る北栄町は日照量が多く、土地の水はけ
が良いことなどを学んだ。今後は、特産
品や自然環境の良さなどをＰＲする動画を
作成し、ホームページなどで紹介しても
らえるように自治体に働きかけていくこ
とを考えている。

◎鳥取県立岩美高校　学校設定科目「ジ
オパーク（＊１）」での活動内容と成果を紹
介。例えば、2014年度に行った山陰海
岸ジオパーク（＊２）でのフィールドワー
クでは、地域にある美しい自然の魅力を
県外の人に訴求するためのパンフレット
を、鳥取環境大の研究者や大学生ととも
に製作した。また、2015年度に行ったイ
ンターンシップでは、地域産業への理解
を深められた。

◎鳥取県立倉吉東高校　過疎問題につい
て考察し、解決策を提案。過疎地域でイ
ンタビュー調査を行ったところ、「生活に

不満を感じている」という人はどの年齢層
でも２割に満たなかった。ただ、その一
方で、人口流出によって人と人とのつな
がりが失われている様子が見て取れた。
そこで、自分たちが主体的になって人と
のつながりを再生させたいと、自治体と
ともに地域活動を企画・運営する組織「人

じん

輪
りん

委員会」を校内に設けようとしている。

◎兵庫県立村岡高校　地域活性化活動を
紹介。例えば、注目してもらいたい場所
や施設等を詳しく紹介するなど、自分の
関心に応じて地図を作り直す「リマップ」
活動に取り組む。１年生では、地域の古
い町並みを見学することをテーマにした
地図などを作製した。３年生では、人物、
歴史、自然という３つのテーマごとに、
映像を用いて地図を作り直し、地域の魅
力を県内外に訴求しようとしている。

◎鳥取県立日野高校　地域活性化活動
の内容を紹介。例えば、和歌山大学の学
生とともに地域の農村に宿泊し、農業を
体験したほか、農村の経済状況や今後の
見通しなどについてインタビュー調査を

行った。また、地域の養蜂家の協力を得
て校内で蜜蜂を飼育しており、蜂蜜も自
分たちで採取。それを用いたドーナツを、
地域の業者に依頼して商品化した。地域
資源の有効活用になると期待している。

◎鳥取県立智頭農林高校　地域と連携し
て取り組む授業の内容を紹介。伝統的な
農業と景観を保全しようと取り組んでい
る棚田の補修活動では、田植えや草刈り
も行っている。また、江戸時代に栄えた
宿場町・智頭宿の景観を復元するために、
地域の人たちの指導の下、格子戸作りに
取り組み、地域の老舗の商店や旅館など
に納品している。

◎島根県立隠岐島前高校　浜辺のゴミを
拾う活動を紹介。拾ったゴミを分類する
と、地元から出たと思われるゴミが約７
割を占めた。そこで、自分たちが地域の小・
中学校で所定の場所にゴミを捨てる習慣
を定着させるなどの啓発授業を行う。ま
ずは子どもに働きかけることで、次第に
大人の意識も変わり、少しずつだが着実
にゴミを減らせると期待している。

多
彩
な
試
み
を
通
し
て

地
域
の
魅
力
を
発
信

45 Apri l  2016

＊１　美しい地質や貴重な地質を保護するとともに、教育などに生かすことを目的にした自然公園。
＊２　京都府、兵庫県、鳥取県にまたがる、面積2458.44k㎡のジオパーク。リアス式海岸などを観察できる。
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県
立
倉
吉
東
高
校
の
生
徒
が
「
地
域
貢
献

に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
」
と
問
い

か
け
た
。
そ
れ
に
対
し
、
智
頭
農
林
高
校

の
生
徒
は
「
格
子
戸
を
設
置
し
た
家
屋
を

増
や
し
、
江
戸
時
代
の
宿
場
町
の
面
影
を

再
現
す
る
こ
と
で
、
観
光
地
と
し
て
の
魅

力
を
高
め
た
い
。
そ
う
な
れ
ば
観
光
客
が

増
え
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
」
と
答
え
た
。
地
域
の
課
題
に
向

き
合
っ
て
得
ら
れ
た
こ
と
の
１
つ
と
し
て
、

多
く
の
生
徒
が
「
自
分
の
意
見
を
伝
え
る

力
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
こ
と
」
を
挙
げ
て

い
た
が
、
そ
れ
は
、
実
際
に
質
疑
応
答
で

論
理
的
に
考
え
を
述
べ
合
う
生
徒
の
姿
に
、

は
っ
き
り
表
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

　
さ
ら
に
、
他
校
の
活
動
に
対
す
る
提
案

も
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
鳥
取
中
央
育
英

高
校
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
研

究
機
関
の
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
、
鳥
取
県

の
住
民
の
幸
福
度
に
言
及
し
て
い
た
。
そ

れ
に
つ
い
て
兵
庫
県
立
村
岡
高
校
の
生
徒

は
、「
地
域
の
人
の
幸
福
度
を
独
自
に
調
べ

る
と
、面
白
い
の
で
は
な
い
か
」と
勧
め
た
。

　
ま
た
、
討
論
会
の
途
中
に
は
、
鳥
取
県

の
平
井
伸し

ん

治じ

知
事
が
来
場
し
、「
高
校
生
一

人
ひ
と
り
が
、
地
域
の
未
来
を
変
え
る
力

を
秘
め
て
い
る
」
と
、
生
徒
を
激
励
す
る

一
幕
も
あ
っ
た
。
本
サ
ミ
ッ
ト
に
寄
せ
る

気
づ
い
た
と
い
う
声
も
、
多
く
の
高
校
の

発
表
で
聞
か
れ
た
。

　
本
サ
ミ
ッ
ト
の
２
つ
め
の
主
要
イ
ベ
ン

ト
は
、
討
論
会
だ
。
７
校
の
代
表
者
各
２

〜
３
人
に
、
司
会
と
し
て
鳥
取
大
学
大
学

教
育
支
援
機
構
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
の
大

同
県
の
期
待
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
討
論
会
の
後
に
は
、
本
サ
ミ
ッ
ト
の
振

り
返
り
が
行
わ
れ
た（
写
真
２
）。
そ
れ
は
、

当
日
に
得
た
気
づ
き
を
、
今
後
の
活
動
に

し
っ
か
り
生
か
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

　
岩
本
氏
の
司
会
に
よ
り
、
隠
岐
島
前
高

校
の
生
徒
を
除
く
、
会
場
に
い
る
生
徒
全

員
と
来
場
者
が
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
①
本

サ
ミ
ッ
ト
で
学
ん
だ
こ
と
、
②
本
サ
ミ
ッ

ト
の
課
題
、③
課
題
の
改
善
策
を
話
し
合
っ

た
。
①
に
つ
い
て
は
、「
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
の
様
々
な
取
り
組
み
が
分
か
っ
た
こ

谷
直た

だ

史し

准
教
授
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

島
根
県
教
育
魅
力
化
特
命
官
の
岩
本
悠ゆ

う

氏

が
加
わ
り
、「
高
校
生
が
考
え
る
地
域
創
造
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
っ
た
（
図
３
）。

　
本
サ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る
感
想
や
、
地
域

の
課
題
に
向
き
合
っ
て
得
ら
れ
た
こ
と
を
、

ど
の
生
徒
も
具
体
的
に
挙
げ
た
ほ
か
、
生

徒
同
士
が
取
り
組
み
に
関
す
る
質
疑
応
答

を
活
発
に
行
っ
た
。
例
え
ば
、
智
頭
農
林

高
校
の
格
子
戸
作
り
に
対
し
て
は
、
鳥
取

写真２　振り返りでは、生徒が自分から来場者に声をかけて
グループをつくり、積極的に自分の考えを述べていた。

討論会で多くの高校生から出された意見（抜粋）図３

本サミットに参加した感想
●他校の実践を知り、自校の取り組みをより良くする参考になった。
•鳥取県立日野高校が、取り組みの中で試作したドーナツを、地域の協力を
得て商品化していることに刺激を受けた。自分たちも、地域の農園で栽培
したイチゴを用いたタルトを校内で作っているが、それも商品化させたい（鳥
取県立岩美高校）。

•「子どもの行動を通して大人を変える」という島根県立隠岐島前高校の姿勢
に勇気をもらった。自分たちもそうした気持ちで取り組んでいきたい（兵庫
県立村岡高校）。

•インタビュー調査を通して幅広い年齢層の意見を聞くという鳥取県立倉吉
東高校の手法を、今後は自分たちの取り組みにも取り入れていきたい（鳥取
県立鳥取中央育英高校）。　など

地域の課題に向き合って得られたこと
●地域に対する見方が変わった。取り組みを始める前は「何もない不便な所」と
いう印象だったが、取り組むうちに、名所や古跡があること、豊かな自然があ
ることなどに改めて気づき、地域を誇りに思い、自分の手で発展させたいと
いう気持ちが生まれた。

●生徒同士はもちろん、地域の人たちとも意見交換を重ねることで、自分の視
野が広がったと実感している。

●地域の人や企業の人といった学校外の大人と交流することで、自分の意見を
整理し、分かりやすく伝える力が身についた。

●行動して初めて見えてくるものがあることや、先入観ではなく、自分の体験に
よって物事を判断することの重要性を学んだ。

●チーム内で力を合わせれば、１人ではできないような大きなことが実現できる
と身をもって感じた。　など

サ
ミ
ッ
ト
で
何
を
得
た
の
か
を

生
徒
が
来
場
者
と
と
も
に
検
討

46Apri l  2016

論
理
的
に
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を
述
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と
議
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す
る
生
徒
た
ち
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と
」、
②
に
つ
い
て
は
、「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
も
討
論
会
も
、
テ
ー
マ
が
広
く
な

り
す
ぎ
、
論
点
が
や
や
ぼ
や
け
て
し
ま
っ

た
こ
と
」、
③
に
つ
い
て
は
、「
テ
ー
マ
を

も
っ
と
絞
る
こ
と
」
な
ど
、
様
々
な
意
見

が
挙
げ
ら
れ
た
。
岩
本
氏
は
、
地
域
活
性

化
に
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
、
主
体
的
な

行
動
力
、
課
題
発
見
・
解
決
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
３
つ
を
挙
げ
、
そ

れ
ら
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
多
様
な
人
た

ち
と
の
交
流
が
重
要
だ
と
強
調
。
交
流
の

輪
を
他
地
域
に
広
げ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

学
び
を
豊
か
に
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

　
最
後
に
、
討
論
会
に
参
加
し
た
生
徒
が
、

討
論
の
内
容
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
本
サ

ミ
ッ
ト
の
「
共
同
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
表
し

た
。
そ
れ
は
３
つ
の
宣
言
か
ら
成
り
、「
私

た
ち
は
、
高
校
生
の
視
点
か
ら
地
域
と
連

携
し
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
探
究
し
、

地
域
創
造
の
た
め
に
提
言
し
て
い
き
ま
す
」

「
私
た
ち
は
、『
地
域
創
造
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

サ
ミ
ッ
ト
』
を
今
後
も
協
力
し
て
開
催
し
、

意
見
交
換
し
て
い
き
ま
す
」「
私
た
ち
は
、

地
域
創
造
の
志
を
共
有
す
る
仲
間
を
全
国

に
求
め
て
い
き
ま
す
」
と
、
決
意
を
力
強

く
述
べ
て
い
た
。
今
後
も
、「
地
域
創
造
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
」
の
進
展
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

　
故
郷
は
、
誰
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い

も
の
で
す
。
た
だ
、
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
か
、
そ
の
良
さ
に
気
づ
き
に
く
い

面
が
あ
り
ま
す
。
都
市
部
の
華
や
か
さ
に
憧
れ

や
す
い
地
方
の
子
ど
も
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら

で
す
。
ま
た
、
地
方
の
高
校
で
は
、
多
く
の
生

徒
を
都
市
部
の
大
学
な
ど
に
送
り
出
し
ま
す
か

ら
、
高
校
段
階
で
生
徒
を
故
郷
と
し
っ
か
り
向

き
合
わ
せ
て
こ
そ
、
地
域
を
担
う
人
材
が
育
て

ら
れ
る
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
校
に
赴
任
し
た
14
年
度
に
、
地

域
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
に
つ
い
て
探
究
し
、

考
え
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
地
方
に
は
、

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど
、
容
易
に
は
解
決

策
が
見
い
だ
せ
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
ど
の
生
徒
も
探
究
活
動
を
通
し

て
実
感
す
る
で
し
ょ
う
。
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
漠

然
と
知
っ
て
い
た
社
会
問
題
が
、
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
で
実
際
に
進
行
し
て
い
る
こ
と

を
知
れ
ば
、「
自
分
た
ち
の
手
で
何
と
か
し
よ

う
」
と
い
う
意
欲
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
２
年
生
に
「
地
域
探
究
の
時
間
」
を
設
け
る

な
ど
、
取
り
組
み
が
本
格
化
し
た
15
年
度
に
は
、

他
校
と
の
意
見
交
換
の
場
を
つ
く
り
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
と
連
携
し
た
取

り
組
み
を
介
し
、
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て

い
る
高
校
は
、
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

特
殊
な
環
境
で
の
事
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
全
国
で
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
を
共
有

し
、
一
般
化
す
る
こ
と
こ
そ
、
地
方
創
生
へ
の

大
き
な
一
歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
本

サ
ミ
ッ
ト
を
本
校
が
主
催
し
た
理
由
で
す
。
前

例
が
あ
ま
り
な
い
取
り
組
み
な
の
で
、
手
探
り

で
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
先
生
方
が
、
他

校
の
活
動
の
視
察
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
く

れ
た
か
ら
こ
そ
、
実
現
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
本
サ
ミ
ッ
ト
の
討
論
会
で
は
、
他
校
の
取
り

組
み
か
ら
刺
激
を
受
け
た
と
い
う
声
が
、
参
加

校
の
多
く
の
生
徒
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回

得
た
気
づ
き
を
基
に
、
生
徒
が
主
体
的
に
工
夫

す
れ
ば
、
各
校
の
活
動
は
も
っ
と
充
実
し
て
い

く
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
本
サ
ミ
ッ
ト
を
継

続
し
て
い
く
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
発
表
さ
れ
た
３
つ
の
宣
言
に
あ
っ
た
よ
う

に
、
今
後
は
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
、
進
ん
で

計
画
し
、
運
営
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

     

　
本
校
の
15
年
度
の
「
地
域
探
究
の
時
間
」
で

は
、
２
年
生
が
郷
土
芸
能
や
福
祉
な
ど
の
25
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
地
域
の
人
と
交
流
し
な
が

ら
課
題
を
見
つ
け
、
解
決
策
を
探
り
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
の
面
白
さ

に
ど
の
生
徒
も
気
づ
き
、
知
的
好
奇
心
を
高
め

て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
教
科
学
習

の
意
欲
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
知
ら
な
い
人
に
対
し
て
で
も
堂
々
と
自
分
の

意
見
が
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
取
り

組
み
の
大
き
な
成
果
で
す
。
そ
れ
は
、「
地
域

探
究
の
時
間
」
の
集
大
成
と
位
置
づ
け
て
い
た

本
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
発
揮
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、
ア
イ

デ
ア
を
も
っ
と
実
践
に
移
し
、
現
実
的
な
提
案

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

教
師
間
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
間
で
も
、
自
分
た

ち
の
気
づ
き
や
学
び
を
下
の
学
年
に
し
っ
か
り

引
き
継
ぎ
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て

開
催
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

生
徒
が
自
分
の
気
づ
き
を

後
輩
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に

鳥
取
県
立
鳥
取
中
央
育
英
高
校

校
長横山

尚
登

よ
こ
や
ま
・
ひ
さ
と

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

鳥
取
県
立
鳥
取
中
央
育
英
高
校

企
画
研
修
部
主
任

田
中
暁
宏

た
な
か
・
あ
き
ひ
ろ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。

高
校
生
が
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
意
義
〜
「
地
域
創
造
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５
　

ｉ
ｎ
　

北
栄
」
を
終
え
て
〜
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